
 

本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。今回の

トピックスは、「韓国のエンターテイメント産業と SNS の利用状況等」になります。お取引

先との意見交換時に、本稿をご参考としていただけたら幸いです。 
 

 

１．韓国のエンターテイメント産業 

 日本ではドラマ「冬のソナタ」の放送開始により、2000 年代に第 1 次韓流ブームが起き

ました。その後も波はあるものの、ファッション、K-POP、ドラマ、漫画等のエンターテイ

メント分野で注目を浴びており、現在は、第 4 次韓国ブームと言われています。それぞれの

分野において、ヒットした要因について考察します。 

(1) 音楽 

 韓国というと K-POP 音楽を思い浮かべる方も多いのではないでしょうか。日本における

K-POP 歌手の人気は根強く、2021 年 Billboard JAPAN 総合アーティスト・チャート“Artist 

100”では、紅白出場歌手を抑え、韓国男性グループ BTS が総合首位に輝きました。また、

ビルボードランキング（2020 年 12 月～2021 年 11 月末）”世界 HOT100”の 11 位には

BTS の Butter、”日本 HOT100”の 2 位には BTS：Dynamite、６位にも BTS: Butter がラ

ンクインしています。この結果から見ても、日本だけではなく、世界においても K-POP 人

気の勢いを知る事ができます。 

 K-POP では、歌詞よりもダンスが注目される事が多いです。1 秒のずれも許さない揃っ

た칼 군무（カルグンム）と難易度の高いダンスで見る者を圧倒しながら、メイン部分には

あえてマネできるポイントダンスを組み合わせた事で大衆からさらに高い支持を得ていま

す。 

 BTS の他に女性グループ BLACKPINK が欧米でも人気を獲得しています。その理由とし

ては、多くの楽曲が本格的な R&B～EDM サウンドである事が挙げられます。このように K-

POP は、欧米のマーケットで受入れられやすい楽曲を戦略的に提供してきた事が、世界で

認知されている要因の一つと考えられます。 

 また、積極的にコンサートやファンミーティングを開催し、アーティストとファンが交流

できる機会を提供してきました。コロナ禍以前には、BTS のイベントに参加するため、韓

国への外国人観光客が増加したほか、アーティストが広告塔として起用されている韓国製 
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こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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